
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 春の人権週間を実施しました。生徒会と職員、全校態勢で臨みました。生徒会では「いじめや差別のない学校 
 
をつくる」を目標の１つとし、人権標語の募集、昼の放送でいじめについての本の紹介などの取り組みをしまし

た。そして、人権感覚をさらに磨くために道徳の公開授業も行いました。どの学年も「いじめ」を1つのテーマ

とした資料を基に話し合いをしました。一生懸命考え、自分の意見を精一杯発表しようとする姿に、いじめに対

する真剣さを感じました。授業の最後に感想を書きましたが、その1つを紹介します。 

 

 

 

 

 

 
 

  
いじめをなくしていくために、あるいはいじめを起こさないために、人の気持ちが分かる、相手の立場になっ

て考えることの大切さを学びました。さらに上の感想にもあるように自分なりの目標を持ち、そのことに向けて

一生懸命努力する、つまり「自分を磨いていく」、そういう生き方を身につけていくことが大切であること学びま

した。 

 生徒会で募集した標語では、次のものが紹介されました。 

 

 

 

 

 人権週間を通して、人としての生き方について、自分なりに振り返ったり、考えたりする機会になりました。

これをきっかけに一層自分を磨いていってほしいと願っています。 

 

 

 

 3年生が、5月23日から25日まで、広島・大阪へ研修旅行に行って

きました。3日間とも天候に恵まれ、順調に計画した活動に取り組むこと

ができました。 

広島では広島平和記念資料館・原爆ドームを見学し、その後実際に被爆

された方の講話をお聞きし、戦争や原子爆弾の恐ろしさ、そして平和の尊

さをあらためて学ぶことができました。 

 研修後に、講話をしてくださった語り部の嘉屋重順子様にお礼の手紙を

書きました。その中の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 想像だけの世界から抜け出し、少し具体的なイメージをもって、戦争や原爆の悲惨さ・凄惨さを感じ、自分た

ちが受け継ぐ、あるいは核兵器の放棄を訴えていくといった、今の自分たちにできることについても考えました。 

 

大阪では、班ごとに「大阪地方裁判所」、「朝日新聞大阪本社」、「大阪管区気象台」を見学し、そこで働く人々

について研修をしてきました。将来の自分の生き方とつなげて考えることもできました。班や周りの仲間への気

配りだけでなく、一般の方への気配りなどマナーやルールをしっかり守り、規律のある行動をとることができま

した。そして合唱では気持ちを込めて精一杯歌うなど、活力のある行動をとることもできました。日常生活で培

った力を十分発揮することができ、多くのこと学ぶ研修旅行になりました。 

 

 

 1年生が吉良研修に向けて、太鼓練習を始めました。訪問する吉良中学校の1

年生にインパクトのある上中太鼓を聴かせようと、「IMPACT」というスローガ

ンを決め、毎回課題を立てながら練習に励んでいます。1回目よりも2回目、2

回目よりも3回目と、どんどん上達しています。 

 講師には上矢作太鼓保存会から小澤良次先生、鈴木峰夫先生、伊藤一先生、安

藤治一先生をお迎えし、さらに地域や保護者の方にも教えていただいています。

熱心な指導をうけながら、子どもたちも一生懸命取り組んでいます。 

こうやって上矢作町の伝統が受け継がれていくことに大きな意味があると感じ

ています。 

 【６月の主な予定】 

日 曜 主な活動＆行事 日 曜 主な活動＆行事 

１ 水 陸練 17 金 期末学習会 1年生太鼓練習 

２ 木 尿検査        下校時間15：40 

３ 金 ノート展表彰 1 年生太鼓練習   陸
18 土 

学校評議員会 高校説明会 ミニ合唱祭 

学級懇談会     下校時間１６：００ 

４ 土 部活の日 19 日  

５ 日  20 月 振替休業日 

６ 月 体重測定1年     下校時間15：40 21 火 期末学習会 

７ 火 2年生キャリア研修       陸練 22 水 期末学習会 PTA本部役員会 

８ 水                  陸 23 木 期末テスト      下校時間14：10 

９ 木 歯科指導  24 金 期末テスト      下校時間17：30 

10 金 体重測定2年 25 土 部活の日 

11 土 中体連東濃陸上大会 26 日  

12 日  27 月 下校時間18：00 

13 月 体重測定3年 28 火 部活写真       下校時間18：00 

14 火  29 水 下校時間15：40 

1５ 水 ブックトーク    下校時間１５：１５ ３０ 木 下校時間18：00 

1６ 木 期末学習会 HLチェック・染め出し    

☆「自分以下」を求める心は、自分自身を安心させるためにあると思う。自分以下を求める人の大半は努力

をしない人だと思う。だから、努力していない分、不安が多いから自分以下をつくりたくなってしまうと

思う。自分以下を作って安心して鼻が高くなったり、その立場をいじめようとしたりして、いじめが始ま

ってしま 

 うと思う。そのいじめをなくすために、努力をおこたらないことをがんばるといいと思う。努力して、ト

ップとかを目指していく生き方が自分自身を安心させるために一番充実できると思う。切磋琢磨して、自

○ その言葉 自分に向けて 言えますか 

○ 親切を 小さなことから 行動に 

○ 考えて 自分の行動 相手の気持ち 

（前略）原爆が広島に投下された瞬間の話をしてくださっているとき、私は想像するだけで胸が痛くなりま

した。嘉屋重さんのお姉さんが背中に大やけどを負って、うじ虫がわいているときに治療したという話は本

当につらかっただろうし、聞いていてその痛みも伝わってきました。これは1つの核兵器によって起きたこ

とだから、嘉屋重さんがおっしゃったように、アメリカなどに核兵器を持たないように、訴えていかなくて

はいけないと思いました。また、私は最初、できる限りそんな悲しい話を聞きたくなかったけど、この原爆

は人々が知っていないといけないことだと思うようになったので、この話はこれからも受け継いでいきたい

と思います。それだけでなく嘉屋重さんは「希望、夢を持って生きていってほしい」とおっしゃっていたの

で、私もどんなことにもあきらめずに生きていくようにしたいと思いました。 
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